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弘前大学緊急時学内連絡体制（昼間） 

総務部総務企画課：3008，3007，3009 

学長 

警察：110 

消防：119 総務担当 

企 画 担 当：3002 

総 務 担 当：3054

教 育 担 当：3028 

研 究 担 当：3900 

社会連携担当：3003 

理事 

総 務 部：3009 

財 務 部：3034 

学 務 部：3105 

施設環境部：3065 

研究推進部：3908 

社会連携部：3915 

事務局各総務担当 

警察・消防に連絡する 
最寄りの総務担当に連絡する 

 連絡を受けた各総務担当は 
総務部総務企画課へ連絡する

総 務 部 総 務 企 画 課 は  
学長へ第一報を連絡する

担当理事等へ連絡する 

必要に応じ，災害対策本部を
設置する

災害対策本部

警察・消防に連絡する 

事案に応じて関係部と連絡する 

発見者又は

第一受報者

事務局：39-3009 
総合教育棟：39-3105（教務課)
大学会館・体育館：39-3113（学生課）  
人文社会科学部：39-3187
教育学部：39-3314 
医学研究科：39-5194 
保健学研究科：39-5905 
理工学研究科：39-3503 
農学生命科学部：39-3748 
被ばく医療総合研究所：39-5401
地域戦略研究所：39-3733
附属学校（学園町）：33-1906
附属学校（富野町）：36-5021
附属病院：39-5165
保健管理センター：39-3118
附属図書館：39-3155 
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弘前大学緊急時学内連絡体制（夜間・休日） 

発見者又は

第一受報者 

警察：110 

消防：119 

【文京町地区】 

大学守衛室 
0172-39-3058 

不在時:0172-36-8261 

第

一

報

総務部総務企画課 

「大学守衛室 or 
附属病院警備員室」
へ連絡する

該当部局総務担当係長 

災害対策本部

学長・全理事・監事 

必要に応じ，災害対策本部を
設置する

【本町地区】 

附属病院警備員室 
0172-39-5171 

総務部長 該当部長等 

第

二

報
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(１)地震対応マニュアル

 

地震発生 

火災発生！！ 

最寄りの教職員 

・現場対応

・状況把握

施設環境部（0172-39-3065） 

（施設環境部から防災管理者へ連絡する）

総務部  （0172-39-3009） 

学長・理事 

・負傷者がいたとき

  １１１１９９番番通通報報  

・建物の損壊があったとき

  とにかく大声で周周りりにに知知ららせせるる 

・被害の規模に合わせて

被被災災者者のの救救護護  

避避難難誘誘導導  

被被害害拡拡大大防防止止  

職員を現場へ派遣 

負傷者 

建物の損壊の 

発見者 

発見者又は 

第一受報者 

１１１１９９番番通通報報  

初初期期消消火火  

まず身の安全を確保！ 
揺れがおさまったら，火気， 
電源，ガス類等を止めましょう。 

避難する時は 

・エレベータは使用しない

・落下物に注意し，頭部を守る

・一度避難したら，再び中には戻らない

現 場 対 応

・現場の状況

・被災者の有無

・避難状況 など

 部局長等 

現 場 対 応

4



火災を見つけたら，まず 
火災報知機を使う，大声を出すなど 
周りへ知らせましょう！！ 

現場の状況 

負傷者の有無 

避難状況 

　　　　など 

１１１１９９番番通通報報  

初初期期消消火火  

避避難難誘誘導導  

ケケガガ人人のの救救護護

火災発生！！ 初期消火成功 

消火不可能 

最寄りの教職員 

・現場対応

・状況把握

火災の規模に関わらず 

必ず連絡すること。 

（炎が人の背以上になったら 

必ず避難） 

施設環境部（0172-39-3065） 

（施設環境部から防火管理者へ連絡する）

総務部 （0172-39-3009） 
職員を現場へ派遣 

学長・理事 

ケガ人が出た場合は

ケガの程度により

・保健管理センター（0172-39-3118）

で処置

・救急車で搬送

発見者又は 

第一受報者 

※初期消火に成功した場合でも，必ず１１９番通報をし， 

現場検証のため現場をそのままにしておいてください。 

◎鎮火後の対応について

発見者 

現場対応をした教職員 
現場検証の立会 

(２)火災対応マニュアル

現 場 対 応

 部局長等 
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(３)避難場所 

①文京町地区 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 守衛室 

 避難場所 

オープンイノベーションプラザ 
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②本町地区（水害時は除く） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 避難場所 

 警備員室 
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③学園町地区                    富野町地区 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 避難場所  避難場所 
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(４)盗難・破壊対応マニュアル

現
場
対
応

指
揮
・
統
括

盗難・破壊  

教職員・学生が施設

の異常を発見！！ 

最寄りの総務担当 

■部局長（休日等は守衛室等）の判断で１１０番通報し，
警察の現場検証等の要請

■事務長等は事務局の関係部へ連絡

発見者又は第一受報者 

部局長等は 

被害状況・被害金額等の 

あらゆる情報を収集する 

・被害状況

・被害金額 など

当該部局職員（場合により事務局の関係

部職員も）は，現場検証に立ち会う 

１１１１００番番通通報報  

学長・理事 

・被害状況

・被害金額 など

必要に応じ，文部科学省へ 

報告後，学外へ公表 

※連絡は，「学内（課外活動施設・学寮を含む）の盗難・破壊

事件及び交通事故における届出等について」による
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保健管理センター 

関係部局等 
学内構成員 感染拡大の防止対策

  学内への注意喚起 

(５)感染症対応マニュアル 

感染拡大の防止対策 

学内への注意喚起 

休校措置等 

職員・学生等へお知らせ

患者は 
■自宅療養又は入院
■所属部局・保健管理センターへ連絡
■学内関係部署等の調査に協力する

■保健所との連絡
■本人からの状況調査
■濃厚接触者の調査
■学内の発生状況調査
（関係部局等と協力）

連絡 
報
告

連絡 

連絡 

報告 

連絡 

文部科学省 

総務部総務企画課 

自治体（保健所） 

連
絡

■感染拡大の防止対策
■学内への注意喚起
■休校措置等の決定

連絡 

■本人からの状況調査
■濃厚接触者の調査
■学内の発生状況調査
（保健管理センターと協力）

○学外からの連絡
○情報収集

注
意
喚
起

お
知
ら
せ

必要に応じて
学外へ公表 

連絡 

報告 

注意喚起 
お知らせ 報

告

感

染

対

策

本

部

学内で 
患者発生

学外で 
患者発生
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１．災害時における基本的事項 

（１）災害時における基本指針

①大学に係る人の安全確保

・園児，児童，生徒，学生及び患者

・役員及び教職員とその家族

②地域住民の安全確保支援

③的確な情報を適切に伝える

（２）災害のレベル区分

災害の発生状況・規模に応じ，次のように３段階の区分を設ける。

レベル１ 単一部局の対応が必要となるもの＝当該部局長が対応

レベル２ 複数部局の対応が必要となるもの＝当該地区代表者が対応し，

必要に応じ，災害対策本部を設置

レベル３ 全学的な対応が必要となるもの ＝災害対策本部を設置（学長判断）

（３）災害時の情報伝達

①部局災害対策室設置の場合（レベル１）（国立大学法人弘前大学災害対策規程第９条）

各部局での対応が可能な場合には，部局災害対策室を設置する。

当該部局長は，当該地区代表及び総務部長へ危機情報を連絡・報告をする。

総務部長は理事（総務担当）へ，理事（総務担当）は学長へ報告する。

総務部長

理事（総務担当）

学長

文京町地区

・学園町地区

部局災害対策室 

部局長

部局事務

部局長

部局事務

本町地区

部局災害対策室 

部局長

部局事務

部局長

部局事務

当該地区代表及び総
務部長へ危機情報を
連絡・報告 
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②災害対策本部設置の場合（レベル２，レベル３）（国立大学法人弘前大学災害対策規程第８条）

全学的対応が必要な場合には，災害対策本部を設置する。

当該部局長は，当該地区代表及び所管事務部へ危機情報を連絡・報告する。

各地区代表者及び所管事務部は，災害対策本部へ危機情報を連絡・報告をする。

※ 危機情報の連絡は，必要に応じて国立大学法人弘前大学リスクマネジメントガイドラ

インに定める「危機情報連絡票（14 ページ）」を使用する。

※ 役員への連絡が必要な危機情報については，危機事象の対応部局が「危機情報連絡票」）

を総務部総務企画課及び危機管理を主管する部局に送付し，総務部総務企画課が役員へ

連絡する。緊急時には口頭その他の方法によることもできるが，可能な限り速やかに「危

機情報連絡票」を送付する。

危機事象が対応中の場合は，完了するまで適宜連絡する。

学生対策班

学生安否確

認班

保健管理セ

ンター所長

医療・救護

対策班

部局長

部局事務

部局災害対策室 

災害対策本部 

災害対策本部長（学長）

災害対策本部副本部長（指名された理事）

災害対策本部事務（総務部総務企画課）

文京町地区

・学園町地区 本町地区

部局長

部局事務

部局災害対策室 

部局長

部局事務

部局災害対策室 

部局長

部局事務

部局災害対策室 

施設環境部

理事（総務担当）

財務部

理事（研
究担当） 

物資

対策班

施設

対策班

連絡調整班 
職員安否確

認班

避難住民

対策班

総務部

理事（企
画担当） 

理事（社会

連携担当） 

社会連携部

理事（教育
担当）

学務部研究推
進部

当該地区代表及び
所管事務部へ危機
情報を連絡・報告 

災害対策本部へ危機
情報を連絡・報告 
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（４）事後措置

①注意喚起

掲示や大学ホームページを利用し，大学に関係する人や地域住民の注意を喚起する。

②再発防止策の検討

再発防止策の検討を行い，今後に役立てる。

③マスコミ対応

報道機関等への公表を行い，的確な情報を適切に発信し，被害の拡大防止に努める。
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（別紙３）  

危機情報連絡票【第   報】 

 

 

                  （報告者） 

                  所  属：                  

                  職・氏名： ○○○○  ○○ ○○      

                  報告日時：  年 月 日（ ） 時 分  

※西暦， 24 時間表示 

「危機事象の内容」以下は詳細をまとめたものを別添し、記載を省略することができる。 

リスクの種別 

（具体的内容） 

 

（                           ） 

発生又は覚知日時    年  月  日（ ）  時  分 ※西暦， 24時間表示 

発生場所
 

 

 

 

 

危機事象の内容 

 

 

 

 

 

被害状況
 

 

 

 

 

 

 

 

対応状況
 

（ 時 系 列 に 整 理 ）  

 

 

 

 

 

 

その他
 

（ 原 因 ・ 補 完 事 項 ）  

 

 

 

 

 

 

連絡状況 

 

 

 

 

処理状況 完了  ・  対応中（完了するまで適宜連絡） 

 

（総務部総務企画課） 

危機情報連絡票 

受理日時 

   年  月  日（ ）  時  分 ※西暦， 24時間表示
 

 

受理番号  

 

受理後の対応
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【危機情報連絡票の記載方法等】 

 

＜「危機情報連絡票」による連絡が必要な場合＞ 

  リスクマネジメントガイドライン「３．対象とするリスク」に係る危機事象が発生又

は覚知し，役員への連絡が必要な場合。 

 ※ 緊急時には口頭その他の方法によることもできるが，可能な限り速やかに「危機情

報連絡票」により連絡する。 

 ※ 連絡の要否が不明な場合は，危機管理を主管する部局が判断する。 

  （危機管理を主管する部局については，「危機管理に係る規則等一覧」参照。危機管

理を主管する部局が不明な場合は，総務部総務企画課に照会する。） 

＜送付先＞ 

  総務部総務企画課及び危機管理を主管する部局に送付する。 

＜報告者＞ 

  危機事象の対応部局の事務部における報告者名等を記載する。 

＜リスクの種別＞ 

  リスクマネジメントガイドライン「３．対象とするリスク」を参考に，リスクの種別

及び具体的内容を記載する。 

 （記載例：自然災害（地震）） 

＜発生又は覚知日時＞ 

  危機事象が発生又は覚知した日時を 24 時間表示で記載する。 

＜発生場所＞ 

  危機事象が発生した場所の所在地や施設名称等を記載する。 

＜危機事象の内容＞ 

  危機事象の内容を詳細に記載する。加害者，被害者及び発見者等がいる場合は，その

者の所属，職（学生の場合は学年）及び氏名も記載する。指摘等を受けた場合は，監督

官庁等名，指摘内容及び抵触している法令等も記載する。 

＜被害状況＞ 

  危機事象による被害状況を詳細に記載する。可能であれば被害の拡大予想も記載す

る。 

＜対応状況＞ 

  応急処置の状況，職員等の避難状況等を時系列に整理して記載する。可能であれば今

後の予定についても記載する。 

＜その他＞ 

  危機事象の原因など，補完事項を記載する。 

＜連絡状況＞ 

  関係機関，報道機関等への連絡，HP 掲載等の状況を記載する。可能であれば今後の

予定についても記載する。 

＜処理状況＞ 

  危機事象の対応が完了したか，又は対応中かを記載する。対応中の場合は，完了に至

るまで危機情報連絡票により適宜連絡する。 

 ※ 危機事象が対応中の場合は，完了するまで適宜連絡する。 

＜記載の省略＞ 

  「危機事象の内容」，「被害状況」，「対応状況」，「その他」，「連絡状況」及び

「処理状況」については，詳細をまとめたものを別添し，記載を省略することができる。 
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２．対応事例 

（１）地震

日常の安全管理

 建物の耐震化のほかに，研究室，実験室等の居室内の物品，薬品類の転倒防止など

の耐震対策を施しておく。 

地震が来たら 

 対処の基本は，身体の安全，通報，火気の始末，救助である。ただし周囲の状況に

よって何を優先させるかその場で判断することも重要である。 

地震時のレベル設定と教職員の参集体制 

震度基準 屋内外の状況 参集体制

レベル１ 震度４

つり下げ物は大きく揺れ，棚の食器類

は音を立てる。

電線が大きく揺れる。歩いている人も

揺れを感じる。

各部局の総務担当は必要に

応じて各部局へ参集する。

レベル２

震度５弱

つり下げ物は激しく揺れ，棚の食器

類，書棚の本が落ちることがある。

窓ガラスが割れ落ちることがある。電

柱が揺れるのが分かる。
各部局の総務担当をもつ課

長は各部局へ参集する。

震度５強

棚にある食器類，書棚の本の多くが落

ちる。テレビが台から落ちることがあ

る。タンスなど重い家具が倒れること

がある。変形によりドアが開かなくな

ることがある。

レベル３
震度６弱

以上

固定していない重い家具の多くが移

動，転倒する。開かなくなるドアが多

い。

かなりの建物で壁のタイルや窓ガラ

スが破損，落下する。

家族，家屋の安全確保確認

後，出勤可能な事務職員は

各部局へ参集する。

災害対策本部担当は事務局

へ参集する。

学部長・研究科長は当該部

局へ参集する。
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緊急時の対応 

① まず身の安全を確保。

② 揺れがおさまったら，火気，電源，ガス類等を止める。また，実験装置等を停止

させたり，電源を切るなどする。

③ 出入口を開放する。ただし落下物の危険があるので，あわてて外に出ない。

④ 揺れが大きい時には，テーブルの下など，しっかりした物のかげに身を伏せる。

⑤ 近くに人がいたら，声をかけあって安否を確認しあう。

⑥ 外部への連絡を行う。電話等がつながれば通報する。

⑦ 負傷者がいれば，応急処置をする。

⑧ 周囲の状況を判断し，安全な場所へ避難する。

（２）火災

日常の安全管理

火災の原因の多くは， 

・電気設備等の不具合，不適切な取り扱い

・可燃性物質・化学物質の不適切な取り扱い

・ストーブ，その他の火の不始末

などである。 

 火災は，地震のような自然的発生とは異なり，人為的な原因から発生することが多

い。したがって，日常の管理，注意などを怠りなく行っていれば，火災の発生は少な

くすることができる。 

予防 

① 防災意識

役員，教職員及び学生等の構成員全員が防災意識を持つようにする。

②消防訓練，避難訓練の定期的実施

消火設備の確認とともに，消火法や消火器等の扱い方，避難経路の確認，避難時

の誘導，連絡等のしかたについて，定期的な訓練を通じて身につけるようにする。 

緊急時の対応 

対処の基本は，身体の安全，通報，消火，救助である。 

ただし周囲の状況によって何を優先させるかその場で判断することも重要である。 

・知らせる

火事を見たり，火事を出したりしたら，大きな声で「火事だ」と叫び，付近の人
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に知らせる。 

・火災報知器を押す。 

・電話等で１１９番通報 

・初期消火等を行う。 

  消火器等があれば使うが，火災の種類によって消火方法が異なる場合があるので，

ふだんから消火方法について知っておくこと。 

  〇可燃物の場合，水または二酸化炭素消火器を使う。 

  〇可燃性液体の場合，消火砂を使う。水は使わない。 

  〇アルカリ金属，有機金属の場合，消火砂を使う。水は使わない。 

    〇カリウムの場合，消火が困難であるため，ふだんから不必要なストックはし

ない。 

・避難 

 火が収まらなければ，安全な場所へ避難し，助けを呼ぶ。 

 
（３）風水害，津波，暴風雪，その他天候の悪化 

 地震，火災等と異なり，天候の悪化による危険は気象情報によって被害の予測がつ

けられるので，予防的対処がある程度可能である。ただし局地的集中豪雨のように予

測不可能の場合もあるので注意しなければならない。部屋の窓，出入口の戸締まりな

どを万全に行う。 

注意 

 ・状況を判断して，休講措置を講ずる必要がある。 

 ・大学の行事の期日と天候の悪化が重なるような場合（とくに入学試験など）には，

交通障害を想定した事前の準備をしておく必要がある。 

 
（４）感染症等 

 感染症の危機については，その病原性の強さ，発生から集団感染の拡大の段階に応

じた対応が必要である。学生，職員に対して迅速かつ正確な情報を発信する必要があ

る。 

 感染症の基本的考えは，学校感染症とその出席停止期間（学校保健安全法施行規則．

2023年5月改正）を参考に出席停止期間などを判断する。新型コロナウイルス感染症は，

「発症した後5日を経過し，かつ症状が軽快した後1日を経過するまで」となっている。 

 個別の対応のみでは対応が困難な場合，たとえば結核や他の第二種感染症が生じた

場合は，附属病院感染制御センター，弘前保健所との連携のうえ対応を協議する。 

 重症急性呼吸器症候群(SARS)，鳥インフルエンザなど大学全体としての対応が必要

な場合は，感染対策本部を立ち上げ，学内の情報収集などを行い，自治体，文部科学

省などとの連携のうえ対応する。 

   医学部附属病院に対し，国又は都道府県等によりまとめられた行動計画等に基づい
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て対応するよう要請する。 
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緊急時の関係機関連絡先一覧 

区分 機関の名称 連絡先 

国の機関 

 

 

 

 

 

 

 

 

文部科学省 

 

 

 

 

代表 03-5253-4111 
高等教育局国立大学法人支援課 03-6734-3758 
高等教育局医学教育課 03-6734-2511 
大臣官房文教施設企画部施設企画課 03-6734-2290 
研究振興局ライフサイエンス課 

03-5253-4111（内線4113） 

経済産業省 貿易経済協力局貿易管理部 
安全保障貿易検査官室 03-3501-2841 

原子力規制庁 

 

長官官房総務課事故対処室 
03-5114-2112（業務時間内） 
080-5885-7450（夜間・休日） 

長官官房緊急事案対策室 
03-5114-2121 

東北厚生局青森事務所 017-724-9200 
弘前労働基準監督署 0172-33-6411 

自治体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

青森県庁 大代表 017-722-1111 
危機管理局防災危機管理課防災企画グループ 

017-734-9089 
弘前市 

青森市 

八戸市 

五所川原市 

むつ市 

深浦町 

西目屋村 

藤崎町 

防災課 0172-35-1111（代表） 

危機管理課 017-734-1111（代表） 

防災危機管理課 0178-43-2111（代表） 

総務課 0173-35-2111（代表） 

防災安全課 0175-22-1111（代表） 

総務課 0173-74-2111（代表） 

総務課 0172-85-2111（代表） 

総務課 0172-75-3111（代表） 

東京都港区 03-3578-2111 
警察署等 

 

 

 

 

 

 

弘前警察署 警備課 0172-32-0111（内線460） 

弘前地区消防本部 

 

警防課 0172-32-5101（代表） 

弘前消防署  0172-32-5199 
医学部附属病院 

国立病院機構弘前総合医療ｾﾝﾀｰ 

弘前市医師会 
弘前保健所 

0172-33-5111 
0172-32-4311 
0172-32-2371 
0172-33-8521 

報道関係 

 

 

 

 

 

弘前記者会 

NHK青森放送局 

RAB青森放送 

ATV青森テレビ 

ABA青森朝日放送 

FMアップルウェーブ 

0172-40-7119 
017-774-5111 
017-743-1234 
017-741-2338 
017-762-1111 
0172-38-0788 
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ライフライ

ン関係 

 

 

 

東北電力（株） 

弘前市上下水道部 

弘前ガス（株） 

青森県LPガス協会 

NTT東日本（株） 

コールセンター 0120-175-366 
0172-36-8100 
0172-27-9100 
津軽支部 0172-32-2288 
弘前支店 0172-37-4211 （故障）：113 

その他 

 

 

災害用伝言ダイヤル 

JR東日本弘前駅 

弘南バス（株） 
弘南鉄道株式会社 

171 
テレホンセンター 0172-32-1354 
0172-32-2241 
0172-44-3136 
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学内連絡先 
 
■文京町地区 

 
■本町地区 

 
■学園町地区ほか 

 

組織名 担当係名 電話番号 
(内線は下４桁) FAX 番号 メールアドレス 

事務局 

総務部総務企画課  0172-39-3009 0172-37-6594 jm3009@hirosaki-u.ac.jp 

学務部教務課  0172-39-3105 0172-34-6974 jm3105@hirosaki-u.ac.jp 

学務部学生課  0172-39-3113 0172-39-3119 jm3113@hirosaki-u.ac.jp 

施設環境部施設環境企画課  0172-39-3065 0172-35-3833 jm3065@hirosaki-u.ac.jp 

人文社会科学部 総務担当 0172-39-3187 
0172-39-3189 jm3187@hirosaki-u.ac.jp 

教務担当 0172-39-3940 

教育学部 総務担当 0172-39-3314 
0172-32-1478 jm3314@hirosaki-u.ac.jp 

教務担当 0172-39-3939 

理工学研究科 総務担当 0172-39-3503 
0172-39-3513 jm3503@hirosaki-u.ac.jp 

教務担当 0172-39-3930 

農学生命科学部 総務担当 0172-39-3748 
0172-39-3750 jm3748@hirosaki-u.ac.jp 

教務担当 0172-39-3752 

地域戦略研究所 新エネ部門 0172-39-3733 0172-39-3735 jm3363@hirosaki-u.ac.jp 

組織名 担当係名 電話番号 
(内線は下４桁) FAX 番号 メールアドレス 

医学研究科 総務担当 0172-39-5194 
0172-39-5205 jm5194@hirosaki-u.ac.jp 

学務担当 0172-39-5204 

附属病院 

総務課 総務担当 0172-39-5165 0172-39-5189 jm5165@hirosaki-u.ac.jp 

保健学研究科 総務担当 0172-39-5905 
0172-39-5912 jm5905@hirosaki-u.ac.jp 

学務担当 0172-39-5911 

被ばく医療総合研究所 総務担当 0172-39-5401 0172-39-5514 jm5401@hirosaki-u.ac.jp 

組織名 担当係名 電話番号 FAX 番号 メールアドレス 

附属学校 

学園町  0172-33-1906 0172-38-1517 jm81225@hirosaki-u.ac.jp 

富野町  0172-36-5021 0172-40-0036 jm81306@hirosaki-u.ac.jp 

地域戦略研究所 食料・企画部門 017-763-5028 017-781-7071 jm5027@hirosaki-u.ac.jp 
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